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※一言要約： 身の回りの不安全を考えてみよう、この機会に！ 

 

不安全事例がどのような事故・災害に繋がるかを、設備関連で思いつくものを以下に列

挙します。 

 

 ・油漏れや水漏れ         ⇒ 滑ってケガ 

 ・切粉や粉じんが飛散       ⇒ 目に入って災害 

 ・高温物がそばに置いてある    ⇒ 火傷・ケガ 

 ・清掃し難い設備の中を清掃    ⇒ 頭をぶつけケガ 

 ・火気がある場所で油漏れ     ⇒ 火災 

 ・粉じんや油煙          ⇒ 環境汚染・健康障害 

 ・非常口、消火栓の前にモノを置いている  ⇒ 逃げ遅れ・火災 

 

他にも、作業者の不注意、横着、怠慢による不安全が一般的に多いです。ほんの一例で

すが・・・・・・ 

 ・材料の上（不安定な足場）にのる ⇒ 転倒 

 ・保護具を装着していない     ⇒ ケガ・災害 

 ・プレス台に手を置く       ⇒ 巻き込まれ 

 ・電動サンダーが振れた      ⇒ 切れ・こすれ 

 

モノづくりの前提は、「安全」です。小さなケガだから・・・・ではなく、全ての不安全行為、

不安全設備は、改善し、気持ちよく仕事が出来るようにしたいものです。 

 


